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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿1頁 

１． 概要と実施状況について 

1.1 目的と基本方針                 

学校関係者評価は、学校評価という協働作業を通じて、学校と学校の関係者（企業、協

会、学校、ＯＢ等）がお互いの理解を深めることを目的とする。学校評価の基本である自己評

価が、学校に関係する方々から違和感なく受け入れられ、自己評価の客観性と透明性を高

めることにある。また、共に学生の将来を考え、それぞれの立場や視点から意見を出し合い、

よりよい学校作りに寄与することを基本方針とする。 
 

1.2 学校関係者名簿 

   学校関係者評価は、関係業界、高等学校、卒業生、校長推薦による有識者に委嘱した。 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿２頁 

1.３ 実施状況 

第1回は、自己評価の説明後、前回の学校関係者評価委員会の意見を踏まえ、更に検

討すべき事案についてご討議いただきました。実施内容は下表のとおりです。 

 

会議名 令和 5 年度 第 1 回学校関係者評価委員会 

開催日時 令和 6 年 3 月 26 日(火) 16:00～17:20（1 時間 20 分） 

場所 本校 2 階 26 号教室 

出席者 

① 企業・有識者委員：松原委員・筒井委員・森委員・山本委員 

 

② 本校委員：中澤三雄(校⾧)、松本栄(教務部⾧代理)、 

事務局 ：納屋健(教務部⾧代理) 委員と兼任 

欠席 阿部委員 

配布資料 
□令和 5 年度学校自己報告書 □入学案内書 

□令和 5 年度学校関係者評価シート 

議題 

１．挨拶 中澤校⾧ 

本年度本学の取り組みについて説明し、開会挨拶とした。 

２．本日の出席者紹介 

① 事務局より本委員全員が紹介された 

３．本委員会の進め方（事務局） 

４．学校自己評価報告 

※校⾧より自己評価報告書に基づき報告を行い、委員から意見を聞き取

り、本校委員がそれに回答する形式で会議を進めた。 

5．解散 17 時 30 分 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿3頁 

1.4 評価方法 

１） 学内自己点検・自己評価の実施 

    学校関係者委員会の実施に先立ち、『専修学校における学校評価ガイドライン』に

沿って、自己評価の点検項目は、10分類37項目とする。『令和５年度学校自己評価

報告書』には、各項目の自己点検実施状況を記載し、自己評価ポイント（適切：

４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１、無該当：０）を示した。また、

①課題、②今後の改善方法、③特記事項を記載し、学校関係者評価委員に提出し

た。 

 

2）学内自己点検・自己評価の報告 

学校関係者評価委員会では、『令和元年度学校自己評価報告書』を用いて、学校関

係者評価委員に対して、各項目の自己点検実施状況及び、評価ポイント、根拠、課

題、今後の改善方法について委員からの提案を受けた。 
 

学校自己評価報告書 記述例 

本表は以下の構成となっております。 

基準２ 学校運営 

 点検項目【2-2】運営方針                       

[チェック項目]  

□運営方針を文章化するなど明確に定めているか 

□運営方針を教職員等に周知しているか 

 

本校は1970年(昭和45年)の学校創立以来、創設者の理念、すなわち駿河台学園の理念である「愛情教育」を学

校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の理念としてきました。 

「愛情教育」とは、未来を育む教育ということでもあり、本校で過ごす月日は、教員、職員が学生一人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

② ③  
④  

 

⑤  

大項目 

中項目 
中項目における本校でチェック

をすべき項目を記載 

中項目の点検項目に対して、本校の

取り組みについて記載しておりま

す。 

中項目を評価項目として、自己評価をして

おります。そのなかで評価委員が課題とし

てあげている事を①に、改善方法があれば

②へ、とくに記載が必要な事項は③に記述

しております。 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿4頁 

 

３）学校自己評価の評価 

 学校関係者委員会は、本校の自己評価の説明を受け、内容と評価方法を理解した

上で、本校が行なった自己評価結果について「適切」「不適切」の２分法にて評

価を行い、その理由や意見を「学校関係者評価委員会 記入シート」のコメント

欄に記載をおこなった。 
 本評価シートは、第1回委員会開催時に委員に配布をおこなう。 

① 自己評価の説明により、評価を頂き提出をおこなう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 



 

5 
 

■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿5頁 

２． 報告書について 

２.1 表の見方 

  

  

 

番号 項目名 番号 項目名

1

教育理
念・目

的・育成
人材像

【1-1】
理念・目的・育

成人材像
4

適切に運営されている(100%)

①国際化に対応する人材育成においては、ビジ
ネス英会話だけではなく、英語マニュアルの読み
方、英文メールのやり取りなどの学習を入れたほ
うが良い（橋田委員・奥村委員）
②理念・目的では、ないかもしれませんが、現在
ではコンピュータが広く使われ、分野も拡がって
るのですが、是非、何かに特化したスペシャリス
ト（クラウド、ネットワーク、セキュリティなど）の育
成を担って頂きたいと思っております。企業側で
も、専門分野に強い学生を欲してると思います。
（奥村委員）

①28年度英会話Ⅱ(1年次後期)に、「英語マニュ
アルの読み方」「英文メールのやり取り」の授業を
追加する方向で調整してゆく。

②スペシャリストを目指すカリキュラムについて
は、各学科について検討をしてカリキュラムに追
加をしております。即戦力を目指す本校の理念
に基づき、常に企業の動向をウオッチしながら教
育をするように心掛けて参ります。

2 学校運営 【2-2】 運営方針 3 適切に運営されている(100%)

【2‐3】 事業計画 3 適切に運営されている(100%)

【2‐4】 運営組織 4 適切に運営されている(100%)

平成26年度　学校関係者評価報告書

評価に対する今後の取組み
自己
評価

学校関係者の評価提言
基準 点検項目

自己評価 学内自己評価を取りまとめた結果を表示 

（適切:４、ほぼ適切:３、やや不適切:２、不適切:１、無該当:０） 

第１回・第２回の委員会での外部委員の

提案及び評価シート記載内容より転記 

 

学校関係者の提言についての、本校の今後の

取り組みを記載。提言の丸付き数字に対応し

ております。 

外部委員の自己評価に対する評価 

 ()内は、外部委員の記入数の比率 

外部委員の評価シートより集計 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿6頁 

３． 評価結果報告書 

3.1 総 評 

 本学の取りまとめた自己評価を広く外部の方々から評価していただき、ご意見、

ご指摘を受け、さらなる本学の発展に結び付けていくべく令和元年度に学校関係者

評価委員会を発足いたしました。発足後、新型コロナウイルスの感染拡大により対

面での委員会も難しい中、令和4年度より対面での委員会を再開することが出来ま

した。委員の方々は、企業、業界から見た本校の取り組み、高等学校から見た本校

の取り組み、大学から見た本校の取り組みとそれぞれの立場から本校の取り組みを

評価していただき本校の教育活動を充実させていくための様々なご意見を頂きまし

た。委員の方々からの貴重なご意見、ご指摘、情報を学生にとって有益となるよう

教育に反映させてく所存です。 

 

学校関係者評価委員会 

校長 中澤 三雄 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿7頁 

3.2 評価一覧（評価提言・今後の取組み） 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿８頁 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿9頁 

 

総合評価 【自己評価の確認および次年度重点項目の設定】 
 

本校の自己評価については、学校関係者委員の方から全て『適切に運用されている』との評価

を頂きました。委員の方々は、企業から見た本校の取り組み、高等学校から見た本校の取り組

み、大学から見た本校の取り組みとそれぞれの立場から、本校の取り組みを充実させていくため

の様々なご意見を頂きました。 

質疑応答の中では、本校の取り組みをご理解のうえ、各委員の方々の現場におけるご苦労もお

伝えいただき情報共有することができました。 

各委員からご意見、ご指摘のあった部分、特にポイントが低い自己評価項目については、次年

度の教育重点項目として、自己点検を実施して改善に努めてまいります。 
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■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿＿10頁 

４． 学校関係者評価委員会議事録 

4.1 第1回委員会  

会議議事録 

会議名 令和 5 年度 第 1 回学校関係者評価委員会 

開催日時 令和 6 年 3 月 26 日(火) 16:00～17:20（1 時間 20 分） 

場所 本校 2 階 26 号教室 

出席者 

① 企業・有識者委員：松原委員・筒井委員・森委員・山本委員 

 

② 本校委員：中澤三雄(校⾧)、松本栄(教務部⾧代理)、 

事務局 ：納屋健(教務部⾧代理) 委員と兼任 

欠席 阿部委員 

配布資料 
□令和 5 年度学校自己報告書 □入学案内書 

□令和 5 年度学校関係者評価シート 

議題 

１．挨拶 中澤校⾧ 

本年度本学の取り組みについて説明し、開会挨拶とした。 

２．本日の出席者紹介 

① 事務局より本委員全員が紹介された 

３．本委員会の進め方（事務局） 

４．学校自己評価報告 

※校⾧より自己評価報告書に基づき報告を行い、委員から意見を聞き取

り、本校委員がそれに回答する形式で会議を進めた。 

５．解散 17 時 30 分 

 

 

 

 

 

 



 

11 
 

■駿台法律経済アンドビジネス専門学校「学校関係者評価報告書＿令和5年度版＿11頁 

「■評価における議事録」 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像 

中澤校⾧ 

 

森委員 

 

 

山本委員 

 

松原委員 

筒井委員 

 

検討事項 

社会のニーズにあった人材育成、特に IT 関連を含む人材育成が必要である

と認識している。 

パソコンを所有していない学生が多い中まずはＩＴリテラシー、PC への慣

れが必要ではないか。今は使いやすいアプリも出てきており、特段の技能は

不要になりつつある。 

企業でも Microsoft アプリ基本操作はある程度習熟していることが求めら

れている。 

まずはパソコンに親しむこと、慣れることが重要である。 

学校現場ではスマホと iPad が主流だが Excel、Word、パワーポイントの基

本操作はできるようになってほしい。 

法律経済系の専門学校における IT 面を強化した授業の開発（IT パスポー

トや MOS）SAT 面に明るい人材の養成カリキュラムの必要性 

 

基準２ 学校運営 

中澤校⾧ 

 

松原委員 

森委員 

 

検討事項 

授業計画、組織、情報システムなどは順次更新、改訂をおこなっている

が、教員の若返りが課題。 

「データサイエンス」をある程度知っている教員がいるとよいと思う 

教員の若返りにも限界がある。卒業生に相談して採用してゆく方策などを

考えてはどうか。 

教員採用の新たな手段 

 

基準３ 教育活動 

中澤校⾧ 

 

 

松原委員 

検討事項 

教育理念に沿う教育を実践し、社会で求められる人材育成をおこなうために

見直しを行い、GPA に対応するため 5 段階評価に変更した。育成すべき人

材像や科目ごとの目標等を示したカリキュラムを作成している。 

GPA に対応する、という考えは良いと思う。 

特になし 
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基準４ 学修成果 

中澤校⾧ 

 

 

 

山本委員 

 

森委員 

検討事項 

主要な資格試験では宅建合格率は約60％など、よい成果を出しているが、

さらなる底上げの必要を感じている。資格を取って編入することは欧米で

は普通であり、メリットがあることであると考える。また留学生で簿記資

格への関心が出てきている。 

大学生、特に法律系では資格取得へのニーズが薄まっているように思う。 

全入世代の特徴かもしれない。 

日商でもよいが全経簿記は留学生には適していると思う。 

留学生に全経簿記受験を検討する。 

 

基準５ 学生支援 

中澤校⾧ 

 

 

森委員 

松原委員 

検討事項 

専任講師、就職担当、クラス担任が連携して就職・進学指導をおこなって 

いる。学生にあった就職指導を心掛けたい。留学生はコロナ明けで就職状 

況はよい。今後益々色々な職種に広がりが出ているかもしれない。 

欠席者への授業フォローは有用かもしれない。 

引き続き、留学生へのサポートは充実させてもらいたい。 

特になし 

 

基準６ 教育環境 

中澤校⾧ 

 

筒井委員 

 

検討事項 

引き続き、インターンシップについて整備を進めていく必要がある。学外

実習として裁判傍聴などを継続して行っている。 

学外実習の取り組みは素晴らしいと思う。インターシップにつなげていっ

てほしい。 

インターンシップ受け入れ先の整備 

 

基準７ 学生の募集と受入れ 

中澤校⾧ 

 

山本委員 

 

 

筒井委員 

森委員 

検討事項 

日本人学生獲得にはデジタルを活用した募集に工夫を加えてゆく必要があ

る。 

通学や受講についてのフレキシブルな点を打ち出してゆくと響くのではな

いか。また、業界関係団体や区市町村協会への働きかけしてみてはどうだろ

うか。 

法律系資格は高校生には響かない、という点はもっともと思う。 

社会人の学びなおし（リカレント対応）も検討してはいかがか。 

関係団体へ直接アピールする方法 
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基準８ 財務 

中澤校⾧ 

 

検討事項 

財務情報の公開は学校法人本部の管轄となっている。私立学校法47条に基

づき財務書類等閲覧規定により開示請求できる体制となっている。 

特になし 

 

基準９ 法令等の順守 

中澤校⾧ 

 

 

 

松原委員 

 

筒井委員 

松原委員 

 

 

検討事項 

各種ハラスメント、アカデミーハラスメントの対応を考えなければならな

い。コミュニケーションをうまくとることが重要かと考える。また、試験

の際のカンニングについては「させない環境つくり」という努力が必要に

なってくる。 

大学も同様な問題を抱えている。特にこの世代はコロナのせいで人間関係

構築が苦手な世代でもあり叱られ慣れていないので対応が難しい。 

その気を起こさせないような工夫が必要である 

大学などでは「見てますよ」という姿勢を表すために「イエローカード」

のようなものを提示する工夫もしている。一発退場ではなくワンクッショ

ンおくということ。 

試験時のカンニング対策 

 

基準 10 社会貢献・地域貢献 

中澤校⾧ 

 

山本委員 

 

検討事項 

千代田区のごみ拾いなどの紹介、広報はしているが、引き続きボランティ

ア活動を広く学生に奨励していく必要がある。 

学生は入ってゆきにくい環境にあると思う。「特別なもの」という意識が

強く、日常的なものにはなっていない。 

千代田区中心に学業に響かないボランティア活動を調査、検討。 

 

以上 


